
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・前回１１月の「葉っぱ」の活動では、なかなか葉っぱに触ることができなかった。今
回は落ち葉のカサカサ・つるつる・冷たい、音がするなどの感触を身体で感じてもらお
うと、パタパタプールでの設定にした。
・「葉」を優しくちぎったり、ちぎった物を保育士の手に乗せたり一人ひとり、感触の
味わい方が違かった。葉がちぎれた瞬間に「あー」「おー」と心の言葉を発したり、保
育士がぐしゃっとバラバラにするのを見て、同じことを真似して試して見る姿が見られ
た。言葉はなくても、保育士の表情や仕草で葉っぱの感触を感じることができた。　・
「葉っぱ」は自然の素材なので、前もって葉を取っておき保存しておくことが大事だと
思った。
・あれこれ展開を求めずに、１つの素材の物でじっくり取り組むことが探求には大事だ
と思った。

・０歳児保育室に葉っぱを敷き詰めたパタパタプールを用意する。
・子ども達が葉っぱに気が付きプールの中を覗き込み始めたので、プール
の外で葉っぱを見せたり揺らしたり、カサカサ音がするのを聞かせ興味を
引き出せるようにした。
・葉っぱに興味を持ち始めてから活動に入ったので、警戒することなく触
りたい葉を手に取ることができた。そっと葉をちぎり感触を確かめる。
・手で握り葉を粉々になるのを楽しむ。
・息を吹きかけて葉を飛ばす。
・葉を揺らして音を聞くなど色々な感じ方を楽しむことができた。

0歳児…感触（葉っぱ）

「カサカサ・つるつる・つめたい・くすぐったい、などの感触を感じる」

２.活動スケジュール

・パタパタプールの中に乾燥した葉、瑞々しい葉など色々な種類を敷き並
べ、その中に入って葉っぱを触って感じる。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2025.1.28

・葉っぱに興味津々で、大きな葉
を選び「いないいないばあっ」と
顔を隠したり、葉がちぎれると笑
顔を見せる。
・葉をちぎると保育士の手の平に
置く。
・保育士が頬に葉を付け「冷たい
ね」という仕草をしているのを見
ると真似をして葉を頬につけ「冷
たい」という表情をみせる。
・足に葉が付く感触が嫌なようで
その場から動かず足につく葉を気
にする。
・赤い葉を選ぶ(緑色の葉はカサ
カサ音がしない、パリッとちぎれ
ない事を気が付いている様子)
・手で葉を触りながら足も動か
し、足でも感触を楽しむ。
・緑の葉は乾燥している赤い葉よ
りちぎれないことが分かり、赤い
葉を選んでいた。
・保育士が葉を手で握りカサカ
サ、パリパリと音が出たのを聞く
と、笑顔を見せたり「おっ」と言
葉にして表現する。
・保育士が葉を揺らす、吹く、上
からひらひらさせる仕草を見て真
似していた。

・パタパタプール　・乾燥した落ち葉(綺麗な色々な形の物)新鮮な葉(緑、
赤など瑞々しい物)
・パタパタプールの中に準備した色々な種類の葉を敷き詰める)

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


